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北
畠
顕
家
生
誕
7
0
0
年

記
念
企
画
展
第
2
期
「
霊
山
神

社
創
建
の
歴
史
」
を
7
月
7
日

か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

霊
山
神
社
は
、
霊
山
町
大
石

字
古
屋
舘
に
所
在
す
る
神
社

で
す
。
旧
社
格
は
別
格
官か

ん
ぺ
い
し
ゃ

幣
社

で
、
現
在
は
神
社
本
庁
の
別
表

神
社
、
建
武
中
興
十
五
社
の
一

社
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
御

祭
神
は
、
南
北
朝
時
代
に
南
朝

の
後
醍
醐
天
皇
を
支
え
た
北

畠
親ち

か
ふ
さ房

、
そ
の
息
子
の
顕あ

き
い
え家

と

顕あ
き
の
ぶ信

、
顕
信
の
子
息
守も

り
ち
か親

の
４

人
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
半
以
降
、
伊

達
地
方
で
は
南
朝
方
を
顕
彰
す

る
社
会
的
動
向
が
あ
り
、
文
化

14
（
1
8
1
7
）
年
に
白
河
藩

主
の
松
平
定
信
が
、
霊
山
町
大

石
字
宮
脇
の
日
枝
神
社
境
内
に

「
霊
山
碑
」
を
建
て
て
い
ま
す
。

　

明
治
9
（
1
8
7
6
）
年
に

明
治
天
皇
の
東
北
巡
幸
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
６
月
22
日
の
桑

折
町
半
田
銀
山
の
行
幸
の
お

り
、
明
治
天
皇
は
彼
方
に
霊
山

を
望
み
、
北
畠
顕
家
や
北
畠
一

門
・
信
達
郡
民
の
活
躍
を
思
い

出
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

明
治
12
（
1
8
7
9
）
年
か

ら
明
治
13
（
1
8
8
0
）
年
に

か
け
て
、
地
元
住
民
か
ら
の
明

治
政
府
へ
の
懇こ

ん
せ
い請

に
よ
っ
て

霊
山
神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
14
（
1
8
8
1
）
年

５
月
11
日
に
本
殿
以
下
諸
社

殿
が
竣
工
し
て
鎮
座
祭
が
行

わ
れ
、
明
治
18
（
1
8
8
5
）

年
に
別
格
官
幣
社
に
列
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
毎
年
春
に
行
わ
れ
る

霊
山
神
社
例
大
祭
で
は
、
剣
舞

「
濫ら

ん
じ
ょ
う
ぶ
が
く

觴
武
楽
」（
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
）
が
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
剣
舞
は
、
陸
奥
国

府
を
多
賀
城
（
現
在
の
宮
城
県

多
賀
城
市
）
か
ら
霊
山
城
に
移

し
た
顕
家
が
、
歓
迎
を
受
け
た

里
の
人
へ
の
感
謝
と
、
一
族
郎

党
の
武
運
長
久
を
願
っ
て
奉

納
し
た
舞
に
由
来
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
顕
家
の
足
跡
と

顕
家
に
対
す
る
霊
山
の
人
々

の
想
い
を
今
に
伝
え
る
貴
重

な
歴
史
遺
産
の
ひ
と
つ
で
す
。

「原野商法」の二次被害トラブルに注意

　

過
去
に
原
野
商
法
（
値
上
が
り

の
見
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う

な
原
野
や
山
林
な
ど
の
土
地
を
、

将
来
値
上
が
り
す
る
か
の
よ
う
に

偽
っ
て
販
売
す
る
手
口
）
の
被
害

に
遭
っ
た
人
や
、
そ
れ
ら
の
土
地

を
相
続
し
た
人
が
再
度
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
う
と
い
う
二
次
被
害
の
相
談

が
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
土
地
を
高
く
買
い
取
る
」
と

持
ち
か
け
、
言
葉
巧
み
に
売
却
額

よ
り
高
い
値
段
の
新
た
な
土
地
も

一
緒
に
購
入
さ
せ
る
手
口
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

　
宅
地
建
物
取
引
業
の
免
許
を

持
つ
業
者
か
ら
、
電
話
で
何
度

も
、
昔
両
親
が
4
0
0
万
円
で

購
入
し
た
雑
木
林
の
売
却
を
持
ち

か
け
ら
れ
た
。
断
っ
た
が
「
約

5
0
0
0
万
円
で
買
い
取
る
」

と
言
わ
れ
根
負
け
し
、
会
っ
て
話

を
聞
い
た
。

　「
他
の
土
地
を
一
緒
に
購
入
す

れ
ば
節
税
に
な
る
」「
購
入
費
用

は
後
で
返
す
」な
ど
と
説
明
さ
れ
、

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
買
い

手
の
つ
か
な
い
土
地
が
売
れ
る
な

ら
と
思
い
、
約
4
0
0
万
円
支

払
っ
て
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
購
入
費
用

は
返
金
さ
れ
ず
、
業
者
は
電
話
に

出
な
い
。契
約
書
を
確
認
す
る
と
、

雑
木
林
を
1
2
0
0
万
円
で
売

り
、
原
野
を
1
6
0
0
万
円
で

購
入
す
る
契
約
と
な
っ
て
い
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
宅
地
建
物
取
引
業
の
免
許
が

あ
っ
て
も
、
悪
質
な
勧
誘
を
行
う

業
者
も
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。「
土
地
を
買
い
取
る
」「
お

金
は
後
で
返
す
」と
言
わ
れ
て
も
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
、
絶
対
に
お
金

を
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
一
度
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま

う
と
、取
り
戻
す
の
は
困
難
で
す
。

不
審
な
点
を
感
じ
た
ら
、
伊
達
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

原野や山林などの買い取り話には、耳を貸さない、契約しない！

★ 消費生活センター業務時間
時間・場所
㊊～㊎　8 時 30 分～ 17 時
　　　（来所は 9 時～ 16 時）
本庁舎１階　消費生活相談室
相談専用電話 ☎ 574-2233

第 109 回

北畠顕家生誕 700年記念「北畠顕家と霊山」

霊山神社創建の歴史（1）

「霊山碑」
（日枝神社境内）
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